
 



 

田
園
と
都
会
の
扉
口 
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大
阪
か
ら
30
分
。
Ｊ
Ｒ
、
阪
急
電
車
の
2

線
が
通
る
南
部
へ
降
り
立
ち
、
能
勢
電
鉄
を

使
っ
て
北
部
へ
。
30
分
ほ
ど
で
妙
見
山
へ

着
い
た
。
山
か
ら
は
日
本
一
の
里
山
、
黒
川

だ
け
で
な
く
市
街
地
が
広
く
見
渡
せ
る
。 

 

川
西
は
武
士
社
会
を
築
い
た
清
和
源
氏

発
祥
の
地
で
も
あ
る
。
市
内
に
は
多
田
神
社

を
中
心
に
、
多
く
の
源
氏
ゆ
か
り
の
神
社
仏

閣
、
伝
説
が
残
っ
て
い
る
の
だ
。
さ
ら
に
弥

生
時
代
の
大
規
模
な
環
濠
集
落
加
茂
遺
跡

も
発
見
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

市
内
を
穏
や
か
に
流
れ
る
猪
名
川
の
よ

う
に
、
ま
ち
を
ゆ
っ
た
り
と
包
む
い
に
し
え

の
史
跡
の
数
々
、
山
の
四
季
折
々
の
美
し
さ

は
歩
む
こ
と
で
、
よ
り
一
層
心
を
う
つ
。
川

西
で
ほ
っ
と
す
る
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
。 

歴
史
、
自
然
を 

肌
で
感
じ
る 

歩
き
旅 



 

 

 

川西の元気いっぱいキャラクター 

ボク、きんたくん。 

元気な３歳の男の子だよ。 

おもしろい歴史と自然がいっぱい

ある川西をハイキングすることが

大好きなんだ。 

夏 冬 
池田市との共催で盛大

に行われる阪神間屈指

の歴史と規模を誇る猪

名川花火大会。毎年、夏

を締めくくる光の世界

を多くの人が楽しむ。

（→P30） 

1月に最盛期を迎える炭

焼き。炎に熱されたクヌ

ギの木が菊模様にはぜ

ていく。 

川西に春の訪れを告げ

る源氏まつり。鎧に身を

包み、源満仲公をはじ

め、源氏ゆかりの武将や

姫君が華麗な時代絵巻

を繰り広げる。（→P29） 

春 秋 

兵
庫
県
の
東
南
部
に
位
置
し
、
東

は
大
阪
府
池
田
市
に
、
西
は
宝
塚
市
、

南
は
伊
丹
市
、
北
は
猪
名
川
町
に
隣

接
し
て
い
ま
す
。
北
部
は
山
岳
の
起

伏
に
富
み
、
そ
の
一
部
は
猪
名
川
渓

谷
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
南
部
は
平
坦
で
市
の
中
心
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。 
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室町時代から咲く 

漆黒の菊の花 

猪名川の夜空を飾る 

大輪の花々 

桜のもとをゆく 

壮麗な懐古行列 

咲きほこる 

友好のしるし 

「川西ってどんな所？」 

 

武家社会はじまりの地 3P 

川西めぐりマップ 5P 

清和源氏ゆかりの地コースⒶ 7P 

満願寺・若宮・多田神社コースⒷ 9P 

猪名川沿いコースⒸ 11P 

歴史を学ぶ南部コースⒹ 13P 

能勢電鉄 妙見口駅から 15P 
妙見稜線コースⒺ、初谷渓谷コースⒻ 

能勢電鉄 日生中央駅から 17P 
近畿自然歩道コースⒼ 

能勢電鉄 山下駅から 19P 
知明湖周遊コースⒽ、 

一庫ダム・横路・妙見口コースⒾ 

日本一の里山 黒川 21P 

清和源氏ゆかりの寺 22P 

もっと遊ぼう！もっと学ぼう！ 23P 

もっと…いいもの 26P 

 特産品紹介 

ほっと…一花 27P 

季節の花木紹介 

ずっと時めく 29P 

  イベント紹介 

歩
ほ

っと 川西めぐり もくじ 

山形県川西町から友好

親善の一貫としてダリ

ヤの球根の寄贈を受け、

育成されている。毎年、

多種多様なダリヤが里

山の秋風が吹く中、咲き

ほこっている。（→P21） 
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武
家
社
会
は
じ
ま
り
の
地 
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10
世
紀
後
半
、
源
満
仲
（
み

つ
な
か
）
公
は
京
都
に
近
い
多

田
の
地
を
拠
点
と
し
、
猪
名
川

上
流
に
か
け
て
の
広
大
な
地
域

を
開
発
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、

強
力
な
武
士
団
を
形
成
し
、
武

家
社
会
の
基
礎
を
築
い
た
。 

 

満
仲
公
没
後
、
御
廟
が
営
ま

れ
た
こ
と
か
ら
、
多
田
院
は
清

和
源
氏
の
系
譜
に
連
な
る
鎌

倉
・
室
町
・
江
戸
の
歴
代
幕
府

か
ら
「
源
家
祖
廟
」
と
し
て
崇

敬
を
受
け
た
。 

 

多
田
院
は
明
治
時
代
、
神
社

に
改
め
ら
れ
多
田
神
社
と
な

り
、「
清
和
源
氏
発
祥
の
地
」
で

あ
る
と
と
も
に
「
武
家
社
会
発

祥
の
地
」
と
し
て
人
々
の
記
憶

に
永
く
残
さ
れ
て
い
る
。 

清
和
源
氏
の 

歴
史
ロ
マ
ン
に
ひ
た
る 

御本殿 
兵庫県の南東部、川西市中部の盆地に所

在する多田神社は、清和源氏の祖源満仲

公が天禄元（970）年に建立した多田院

に由来します。（地図①） 

 

境内案内図 



          

源家の宝刀 鬼切丸      鬼首洗池（地図③） 
源頼光公は武勇に優れた武士であり、悪行の限りを尽くしていた鬼を源家の宝

刀「鬼切丸」で退治したという説話が残る。御本殿脇には持ち帰った鬼の首を

洗ったとされる「鬼首洗池」があるが、夏には地域によって天然記念物にも指

定されている「モリアオガエル」の産卵が見られる貴重な場所となっている。 
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P7コースA「清和源氏ゆかりの地コース」 

P9コースB「満願寺・若宮・多田神社コース」 

●関連イベント 
P29「源氏まつり」 

多田神社ホームページ 

http://www.tadajinjya.or.jp/ 

源氏ゆかりの貴重な品々 
清和源氏の旗印である笹りんどうが入った「甲冑」、「満仲公24歳馬上の図」

など宝物殿には源氏ゆかりの宝物等が数千点、所蔵されている。 

 

拝殿 
御祭神として、第五十六代清和天皇のひ孫である源満仲公

をはじめ、頼光、頼信、頼義、義家の五公をお祀りしてい

る。御本殿、拝殿ともに徳川四代将軍家綱公により再興。

国指定重要文化財となっている。（地図②） 

毎
年
４
月
に
は
多
田
神
社

周
辺
で
「
源
氏
ま
つ
り
」
を
開

催
。
源
氏
ゆ
か
り
の
武
将
な
ど

に
扮
し
た
人
々
の
懐
古
行
列

に
、
多
く
の
人
が
い
に
し
え
の

武
将
に
想
い
を
は
せ
る
。 

市
内
に
は
源
氏
や
多
田
神

社
に
縁
深
い
寺
院
が
い
く
つ

も
残
っ
て
い
る
。
今
も
な
お
、

清
和
源
氏
の
ロ
マ
ン
が
息
づ

く
川
西
で
歴
史
散
歩
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
。 

http://www.tadajinjya.or.jp/
kt1252
線



  

川西能勢口駅から北

部、妙見山および日生

ニュータウンを繋い

でいる。車窓から見る

山々の景色も美しい。 

川西バスターミナル

から出るバスは、南

部・北部川西のみどこ

ろへのアクセスに便

利。 

能勢電鉄 阪急バス 

川西市内のアクセスには… 
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心身ともに落ち着く、 

ほっとできる景色などを紹介するよ。 

心がほっと落ち着くところ 

歴史や人の熱い思いが感じられる 

ホットなもの、場所を紹介するよ。 

心が熱くホットになるところ 

健康的に楽しく、 

まちを散策するために 

●履き慣れた運動靴、袖の長い服、トレッキン

グズボン、帽子などを着用し、飲み物、観光

パンフレットや地図、ゴミ袋などを用意して

歩こう。 

●自分のゴミは持ち帰ろうね。 

●畑・あぜ道の近くの植物を勝手に採ったりす

ると自然や住んでいる人に迷惑がかかるから

やめてね。 

●車、傾斜地など周りの状況や天候に注意して

歩こう。 

●神社、お寺の境内では、お弁当を広げるなど    

の飲食をお断りしている場合もあるから、注

意しようね。 

コース難易度 

家族で楽しめるお手軽コース 

一部キツイところもあるが、 

ほとんどの道のりはなだらか 

距離が長く、傾斜もあり、 

歩き慣れている人向き 

きんたくんの 

「歩くってステキ！」 

今回はハイキングコースを中心に紹介する

よ。歩くとたくさんの発見があるし、自然の空

気をいっぱい吸い込むと気持ちがいいんだ。交

通機関をうまく利用すれば、子どもからおじい

ちゃん、おばあちゃんまで車がなくても、健康

的に散策することができるよ。家族や友達みん

なで歩くって、とても楽しくて、ステキだね！ 
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清和源氏ゆかりの地コースⒶ 

★★★ 

 

満願寺・若宮・多田神社コースⒷ 

★★★ 

 

猪名川沿いコースⒸ 

★ 

 

歴史を学ぶ南部コースⒹ 

★ 

 

能勢電鉄 妙見口駅から 
妙見稜線コースⒺ★★ 

初谷渓谷コースⒻ★★ 
 

能勢電鉄 日生中央駅から 
近畿自然歩道コースⒼ★★★ 

 

能勢電鉄 山下駅から 
知明湖周遊コースⒽ★ 

一庫ダム・横路・妙見口コースⒾ★★★ 

P7 

P9 

P11 

P13 

P15 

P17 

P19 

※各コースに傾斜図があるから参考にしてね。 
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コースＡ 

清
和
源
氏 

ゆ
か
り
の
地
コ
ー
ス 

清
和
源
氏
の
祖
・
源
満
仲
公
像

を
始
発
点
に
し
て
、
満
願
寺
、
多

田
神
社
、
小
童
寺
、
頼
光
寺
と
市

に
点
在
す
る
一
族
興
隆
の
軌
跡
を

た
ど
り
、
そ
の
ゆ
か
り
を
紐
解
く
。

 

多
田
神
社
は
、
歴
史
上
重
要
な

役
目
を
果
た
す
清
和
源
氏
発
祥
の

地
と
し
て
、
そ
の
建
造
物
や
宝
物

の
多
く
が
国
や
県
の
重
要
文
化
財

と
し
て
指
定
さ
れ
、
源
氏
の
由
来

を
訪
ね
歩
く
の
に
欠
か
せ
な
い
。

満
仲
公
の
末
子
で
あ
る
美
女
丸
に

伝
わ
る
伝
説
は
、
小
童
寺
、
頼
光

寺
が
ゆ
か
り
の
寺
で
あ
る
。 

こ
の
コ
ー
ス
で
は
満
願
寺
に
続

く
、
雲
雀
丘
花
屋
敷
の
急
な
長
い

坂
道
が
唯
一
の
難
所
。
コ
ー
ス
上

の
道
の
多
く
は
整
備
さ
れ
、
バ
ス

や
電
車
を
利
用
す
れ
ば
気
軽
に
巡

り
歩
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

武
人
の
心 

伝
わ
る
地
を
た
ど
る 

頼光寺（らいこうじ） 
満仲公の夫人・法如尼の発願で、子の源

賢僧都（幼名美女丸）が建立。本堂には

源頼光像が安置されている。（→P22） 

源満仲（みつなか）公像 
JR川西池田駅のロータリーにある、多田

院を拠点に活躍して川西市と清和源氏の

ゆかりを築いた源満仲公の像。 

小童寺（しょうどうじ） 
幸寿丸を弔うため、出家した美女丸が建

立したといわれる。本堂裏には美女丸、

幸寿丸、藤原仲光の墓がある。（→P22） 

F･ナイチンゲール像 
原像はロンドンにあり、世界に２基しか

ない珍しいもの。台座には仏名「窮苦観

世音」とあり、奉仕と博愛の精神を表す。 

所要時間（移動のみ） 

約3時間30分 

距離13km 

Ｊ
Ｒ
川
西
池
田
駅 

Ｆ
・ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
像 

満
願
寺 

湯
山
台 

多
田
神
社 

小
童
寺 

頼
光
寺 

0.8km 

（10分） 

多
田
大
橋 

能
勢
電
鉄
畦
野
駅 

2.3km 

（40分） 

1.3km 

（20分） 

2.0km 

（40分） 

0.9km 

（15分） 

3.5km 

（55分） 

1.8km 

（25分） 

0.4km 

（5分） 

アクセスガイド 

阪急梅田駅 

阪急川西能勢口駅 

阪急宝塚線 

急行約21分 

JR川西池田駅 

徒歩 

約5分 
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風情ある川岸には 

竹やエドヒガンが見られる 

 

川を渡り直進 

墓地のある角を 

直進すると駅へ 

曲がると頼光寺へと続く 
 

湯山台まで抜ける山

道。足下注意 

再び山道へ 

平野鉱泉をビン詰めしたも

のが日本初のサイダーとい

われ、アサヒ飲料「三ツ矢

サイダー」の元となってい

る。「三ツ矢」とは満仲公が

放った三つ矢羽根の矢を

放ち、矢の落ちた多田を居

城としたことが由来。三ツ

矢のマークが描かれた工

場跡地が残る 

本堂左手の道より 

愛宕原ゴルフ場方面へ 

 

GOAL 

START 
JR川西池田駅よりスタート 

ﾎｯﾄ 

ほっと 

多田神社の前は、悠々と流

れる猪名川と鳥居をつなぐ

御社橋（朱橋）が印象的 

 

歩道橋を渡り 

狭い道を通って 

大通りをめざす 




